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          集団構造の統計一特異分布の解析システムー
                                     田 口 時 夫
 集中曲面（［2コ，［3コ参照）の解析結果から，次のようだ言己述統計量が得られる．
 A．線聯奪造について（exactな線形回帰をもつ2変量分布）
 ∠1・，ム，∠・・（＝ム），∠・・，∠・・（＝ん），∠・・，ムッ（［1］，［2］，［3］参照）などを集中基本量とする．
 従来の原点の周りのモメントを内積率と仮称すると，これらは外積率といえる演算形式をもっている．
外積率に幾何学的表現を与えるものに，豊田 敬（昭和63年1月統計数理研究所講演会報告）のフラ
クタイル・グラフがある．但し，これは1変量に関するものであるが，容易に拡張する事ができる．
 ん間の和や商等を用いると，内積率間の諸演算で構成される統計量の系に対応して，自立した一連の
統計量の系が得られる．主規分布やMardia第1種パレート分布が良い例証を与える．
 B．非線形構造について（定弾力性値をもつ回帰曲線を与える分布）
 観測値ベクトル（κ，y）の代わりに，これを標準化して（κ／μκ，ツ／μツ）を用いてその外積率を求め，その
！／2をとることにより標準化外積率Gわの系を得ることが出来る．Gわに幾何学的表現を与えるものに
筆者の集中曲面がある（［2］，［3］参照）．
 （κ，ツ）の代わりに（1ogκ，1ogy）を用いた内積率は，その間の演算によって非線形記述統計量の系を構
